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年 度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

















研究生／特別聴講生 87 77 75 62 60 65 61 
連大 11 19 22 22 14 7 4 
留学生総数 306 302 297 279 261 232 209 
－ 87 －
表２．留学身分別日本語コース異なり受講者数 
    09後 10前 10後 11前 11後 12前 12後 13前 13後 14前 14後 15前 
特別聴講生
 
SPACE-E   
46 29
19 17 16 25 25 30 28 20 20 
SPACE-J*1   16 10 21 18 22 26 27 22 25 
日研生   0 0 0 0 0 0 1 3 3 2 2 
大学院生   24 33 21 31 29 16 20 16 12 15 22 
研究生   12 21 14 18 13 11 8 9 3 22 8 
学部生*2   19 1 1 5 6 1 5 1 3 0 3 
特別研究学生    0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 1 
科目等履修生    1 1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 
教員・研究員    1 3 0 3 5 1 1 1 1 0 1 
その他   0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 









































































































































科目名 09後*1 10前*3 10後*4 11前 11後 科目名 12前 12後 13前 13後 14前 14後*5 15前 
Ａコース
（総合） 
16 3 10 1 7 総  合 8 16 10 14 8 35 15 
Ｂコース
（総合） 
14 － 15 － 7 － － － － － － － － 
漢  字 4*2 6 6 3 11 漢字語彙 3 13 1 10 7 29 12 
文  法 － 3 7 4 15 文  法 6 11 4 10 5 29 8 
会  話 11 3 14 4 12 会  話 8 14 7 11 6 28 13 
読  解 － 3 6 4 8 読  解 3 8 1 9 5 24 5 











































科目名 09後*1 10前*3 10後 11前 11後 科目名 12前 12後 13前 13後 14前 14後 15前 
Ａコース
（総合） 
7 － －  1 － 総  合  4  3  13  11 10 11 21 
Ｂコース
（総合） 
2 16 9 10  5 － － － － － － － － 
漢  字 7*2 7 5  4  8 漢字語彙  4  1  8  4 5 7 8 
文  法 － 6 8  7  5 文  法  13  6  8  12 11 5 7 
会  話 7 5 9  7  7 会  話  9  5  5  17 11 9 12 
読  解 － 2 9  7  3 読  解  4  6  6  9 6 5 8 


























































科目名 09後*1 10前 10後 11前 11後 科目名 12前 12後 13*3前 13後 14前 14後 15前 
Ａコース
（総合） 
11 11 5 10 13 総  合  10 5 13 10 9 6 13 
Ｂコース
（総合） 
6 7 4 －  － － － － － － － － － 
漢  字 15*2 20 8  8  4 漢字語彙 6 3 9 12 9 8 9 
会  話 12 7 5  3 10 会  話 12 5 10 12 7 10 9 
読  解 － 9 5  3  4 読  解 11 2 8 10 11 5 9 





















科目名 09後*1 10前 10後 11前 11後 12前 12後 13前 13後 14前 14後 15前 
読   解 15*2 15 13 12 8 15 9 12 10 17 5 8 
会   話 不明 15 17 10 11 14 7 12 11 17 6 7 
聴   解 14 10 14 9 9 13 4 9 11 17 7 6 
作   文 - 16 17 9 8 17 9 9 7 18 4 9 




































読解 7 8 3 10 6 8 9 12 20 7 11 9 
発表 6 7 6 7 6 10 6 13 17 - 10 - 
聴解 不明 11 4 8 5 11 11 8 13 16 16 10 
作文 18 8 4 13 4 18 10 9 14 13 17 11 
上
級 
会話 10 - 6 12 4 8 21*5 8 12 16 15 - 
発表 1 24 5 8 6 6 9 7 4 16 - 9 
読解 - - - 10 2 4 12 11 5 10 9 7 
作文 13 6 6 8 - 6 - 11 3 8 5 6 
＊１ その他、上級「フィールドワーク」科目（受講者数不明）開講 
＊２ その他、上級「日本語クリニック」科目(12名)、「外国人のための日本語教授法」科目(10名)開講 
＊３ その他、上級「外国人のための日本語教授法」科目（９名）開講 
＊４ その他、上級「人間理解とコミュニケーション」科目（４名）開講 
＊５ ２種類の会話科目を合わせた数 
 
４．見えてきた課題と今後 
4-1 学生のニーズに合わせる 
2009年版カリキュラムを手直しする形で、それ以後の佐賀大学の日本語カリキュラムは
運営されてきた。2009年度以降、日本の大学は、大きな国際化の波が押し寄せ、理科系の
大学院レベルの学生には、研究で高度な日本語能力が求められることはなくなった。一方
で、日本語で研究することを求められる研究生／大学院生も存在し、そのニーズは多様化
していると言える。さらに、母国で日本語を学んできた交換留学生たちが求めるものも、
非常に多様化している。日本語のコースを提供することだけが、彼らのニーズに応えるこ
とではない側面も生じている。 
このような状況のなかで、佐賀大学のように、学生の属性にあわせて多様な日本語教育
を提供することができない地方国立大学で日本語教育は何を目指すべきなのか、関係各者
による十分な議論が必要であると考える。 
大学の日本語教育で求められることが多様化している状況に対応する方策の一つとして、
日本語教育を、教師が主導する教室活動に特化するのではなく、より学生の側に主体性を
持たせたアクティブ・ラーニングや自律的学習を取り入れたカリキュラム設計が求められ
るのではないか。2009年版カリキュラムでも、調査活動や発表、ピアワークを取り入れる
などアクティブ・ラーニングの要素が取り入れられたり、日本語総合Ⅰや教養教育の日本
語でチュートリアル等の活動を行ったりなどの試みがすでに行われているが、より組織的
に、活動を取り入れる必要があるだろう。そのためには、理念を含め、本学の日本語教育
は何を目指すべきなのか、柱を作ることが必要だと考えられる。 
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4-2 カリキュラムとしての統一性をもたせる 
 2009年版カリキュラムでは、横のレベル設定は、授業開始時にプレースメントテストあ
るいは履修履歴から決められていた。授業開始後のコーディネーションは、各レベル担当
の専任教員に任せられていたが、ある程度のレベルの共通の認識が生まれていたと考えら
れる。 
しかし、その共通認識を言語化したり、身分やニーズが異なる学生を一つのクラスで教
えることの難しさを担当クラスを超えて共有することは難しかった。その原因には、非常
勤講師室の配置や専任教員の多忙さなど様々な理由が推測されるが、一つのカリキュラム
を運営するものとして、非常勤講師、専任教員を問わず、日本語コースに関わる教員が、
レベル横断的、技能縦断的な共通認識を持てるように、コミュニケーションを活発にする
必要があるのではないか。2014年度には、日本語教育部会主催のFDを開催し、専任教員、
非常勤講師がともに学ぶ機会をもったが、その努力は実を結んだとは言い難い。今後、す
べての教員が努力していかなければならない点だろう。 
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